
 

 

 

歴史講座「因幡の古墳を観察してみよう」を開催します 

 

標記の歴史講座を開催しますので、県民のみなさまに広く周知するため、ぜひ取材いただきますようお願

いいたします。 

 

１ 趣旨 

 鳥取県にはおよそ 1万８千基もの古墳があるといわれていますが、その形や大きさはさまざまです。こ

のような古墳の形や大きさは、古墳の被葬者の政治的な立場を示していると考えられています。 

 今回はランクが高いとされる前方後円墳に注目して、古墳の観察ポイントを分かりやすく解説したのち、  

 実際に鳥取市面影山７３号墳を訪れ、現地で分かりやすく解説します。 

 

２ 主 催   

鳥取県立博物館 

 

３ 日時 

  令和３年５月２３日（日）午後１時～４時 

               

 

４ 会場 

  面影地区公民館（鳥取市桜谷１６２-６）のち面影山７３号墳へ移動 

  ※雨天時は、面影地区公民館にて古墳の解説のみとなります。 

    

５ 内 容 

（１） 解説 前方後円墳と古墳のみかたについて 

（２） 実地見学・解説 

 

６ 対 象 ・定 員 

  一般  定員１０名 

 

７ 講 師 

鳥取県立博物館担当者 

 

８ 参加料 

  無料 

 

９ 申込み 

  要予約。下記問い合わせ先に電話のみにて受付。５月６日（木）９時から受付開始（先着順） 

 

１０ 申込み・問合せ先 

鳥取県立博物館 学芸課 人文担当 

〒６８０－００１１ 鳥取市東町２丁目１２４ 

電 話 ０８５７－２６－８０４４   

資 料 提 供 

令和３年５月１４日 

担当課 

（担当者） 

県立博物館 

（小山） 

電 話 ０８５７－２６－８０４４ 


